
ERで使う鎮痛薬

※主に頓用での使用方法を記載。小児は省略。
（注 1）複数剤型がある薬剤は、注射製剤の静注投与時の発現時間・持続時間を記載。
（注 2）代表的な剤型のみを記載。 （文献 1～4を参考に作成）

一般名（商品名） 作用機序 代表的な投与方法・投与量 作用発現・
持続時間（注１） 薬価（先発品）（注 2）

非
オ
ピ
オ
イ
ド
系
鎮
痛
薬

ロキソプロフェンナトリウ
ム水和物	
（ロキソニン®錠 60mg）

シクロオキシゲ
ナーゼ阻害

	◾内服：1回 60mg
	◾1 日 3回まで

	◾発現：30分
	◾持続：6〜8時間

	◾60mg/ 錠・11円

ジクロフェナクナトリウム
（ボルタレン®錠 25mg、
ボルタレン ®サポ	
25mg/50mg）

シクロオキシゲ
ナーゼ阻害

	◾内服：1回 25〜50mg
	◾坐剤：1回 25〜50mg
	◾1 日 1〜2回まで

	◾発現：内服は 30
分、直腸投与は
10～20分
	◾持続：6～8時間

	◾25mg/錠・9.2円
	◾25mg/坐剤・31.9円
	◾50mg/坐剤・36.7円

アセトアミノフェン
（カロナール ®	
200/500、
アセリオ静注液
1000mg）

中枢シクロオキ
シゲナ−ゼ阻害

	◾内服：1回 300～1,000mg
	◾静注：�1 回 300～1,000mg 15 分かけ

て（体重 50kg 未満は 15mg/
kg 上限）

	◾投与間隔は 4～6時間以上
	◾最大 4,000mg/day

	◾発現：内服は 30
分、静注は 15分
	◾持続：4～6時間

	◾200mg/ 錠・5.9 円
	◾500mg/ 錠・7.6 円
	◾1,000mg/ 静注液バ
ッグ・310円

オ
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オ
イ
ド
系
鎮
痛
薬

オ
ピ
オ
イ
ド
拮
抗
性
鎮
痛
薬

ペンタゾシン
（ソセゴン ®注射液	
15mg）

ｋオピオイド受
容体活性＋μオ
ピオイド受容体
拮抗・部分活性

	◾皮下・筋注・静注：
1回 15mg、必要に応じて 3～4時間
ごとに追加

	◾発現：皮下注・筋
注は 15～20分、
静注は 2～3分
	◾持続：3～4時間

	◾15mg/ アンプル・
59円

ブプレノルフィン	
塩酸塩
（レペタン ®、ノルス
パン ®テープ 5mg）

μオピオイド受
容体活性＋ｋオ
ピオイド受容体
拮抗

	◾坐剤：�1回 0.4mg、必要に応じて8～
12時間ごとに追加

	◾貼付剤：1回 5mg 7 日ごと
	◾筋注：�1 回 0.2～0.3mg、必要に応じ

て 6～8時間ごとに追加
	◾静注：1回 0.2mg 緩徐投与

	◾発現：静注は 2～
3分
	◾持続：6～9時間
貼付剤は 7日間

	◾0.2mg/ 坐剤・
141.9 円
	◾5mg/ 貼付剤・
1579.4 円
	◾0.2mg/ アンプル・
118円

オ
ピ
オ
イ
ド
麻
薬

モルヒネ塩酸塩
（モルヒネ、アンペッ
ク®坐剤 10mg）

μオピオイド受
容体活性

	◾内服：�1 回 5～10mg、1日 15mg
（適宜増減）

	◾坐剤：�1回10mg 1日20～120mg 2-4
分割

	◾筋注：1回 0.1mg～0.2mg/kg
	◾静注：�初回投与 2～4mg、5～15分ご

とに 2～8mgずつ追加

	◾発現：静注は 5～
10分
	◾持続：2～4時間

	◾10mg/ 錠・128.1
円
	◾10mg/ 坐剤・
320.1 円
	◾10mg/ アンプル・
305円

フェンタニルクエン	
酸塩
（イーフェン ®バッカ
ル錠、フェントス ®
テープ 0.5mg、フェ
ンタニル）

μオピオイド受
容体活性

	◾バッカル錠・舌下錠：1回 50～100
μg
	◾貼付剤：�モルヒネ経口製剤 90mg/

day、オキシコドン経口製剤
60mg/day に対し、フェンタ
ニル 25µg/h に相当する量

	◾静注：�初回投与量 1～2µg/kg 緩徐投
与、その後 1～2µg/kg/h

	◾発現：静注は 1～
2分
	◾持続：30分～1
時間

	◾50μg/ バッカル
錠・491.7 円
	◾0.5mg/ 貼付剤・
285.4 円
	◾0.1mg/ アンプル・
267円
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